
様式第二号の八(第八条の四の五関係)

(第1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和7年6月 11日

大分県知事

佐藤 樹―郎 殿

提出者

住 所

氏 名

〒871-8555

大分県中津市大字是則700番地

TOTOサニテクノ株式会社 中津工場

取締役社長  山崎 政男
0979-32-1111

-716,11

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 TOTOサニテクノ株式会社 中津工場

事 業 場 の所 在 地 大分県中津市大字是則700番地

計 画 期 間 令和7年4月 1日～令和8年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事業の種類 陶磁器 同製品製造業

②事業の規模 401億円

③従業員数 371名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

別紙①

(日本工業規格 A列4番 )



(第2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度(2024年度)実績】

産業廃棄物の種類

排  出  量 t t

①現状

*別紙③

*別紙④

(これまでに実施した取組)

*別紙③・④参照

【目標】

産業廃棄物の種類

排  出  量 t t

②計画

*別紙③

*別紙④

(今後実施する予定の取組)

*別紙③・④参照

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

*別紙③

*別紙④

②計画

*別紙③

*別紙④

(分別している産業廃棄物の種類および分別に関する取組)

*別紙③・④参照

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

*別紙③・④参照



(第3面)

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度( 2024度)実縞】

産業廃棄物の種類 汚泥類

自ら再生利用を行つた

産 業 廃 棄 物 の 量
0.00   t t

①現状 (これまでに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類 汚泥類

つヽ
旦里箭の

用
物
利
棄韓綿

自
産 0.00   t t

②計画 (今後実施する予定の取組)

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度(2024年度)実績】

産業廃棄物の種類 汚泥類

自ら熱 回収 を行 つた

産 業 廃 棄 物 の 量
な し t

①現状
自ら中 間処 理 によ り
減量した産業廃棄物の量

3,854.81   t t

(これまでに実施した取組)

*有価売却の推進

【目標】

産業廃棄物の種類 汚泥類

自 ら 熱 回 収 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
な し t

②計画
自ら中 間処 理 によ り

減量する産業廃棄物の量
3,835,54 t t

(今後実施する予定の取組)

*有価売却の推進



(第4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度(  年度)実績】

産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行 つた
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

①現状

*別紙⑤参照

(これまでに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行 つた
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

②計画

*別紙⑤参照

(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(  年度)実績】

産業廃棄物の種類

全処理委託量 t t

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 t t

再 生利 用業者 への
処 理 委 託 量 t t

①現状
認定熱回収業者への
処 理 委 託 量 t t

*別紙⑤参照
認定熱回収業者以外の

熟回収を行う業者への

処 理 委 託 量
t t

(これまでに実施した取組)



(第 5面 )

②計画

*別紙⑤参照

【目標】

産業廃棄物の種類

全処理委託量 t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する取組)

※事務処理欄



別紙―① 産業廃棄物処理の一連の処理の工程

発 生 源 廃 棄 物 処 理 ・ 処 分

廃棄物処分の流れ 委託処理部分の範囲

t/年
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【conadential】

別紙②-1
TOTOサニテクノ中津 IMS組織図

衛陶生産本部IMS(IS09001・ IS014001を統合して活動)

IMS小委員会  事務局;技術課
委員長 中津衛陶製造部長

衛陶製造部

委 員 計画課長 係長、IMSワーキンク
｀
員
IMSワーキング員
課長からの任命者委 員 技術課長 係長、IMSワーキンク

い
員

委 員 改善推進課長 係長、IMSワーキンク
S員

委 員 製造第一課長 係長、IMSワーキンク
｀
員

委 員 製造第二課長 係長、IMSワーキンク
｀
員

委 員 製造第二課長 係長、IMSワーキンク
゛
員

委 員 製造第四課長 係長、IMSワーキンク
い
員

委 員 製造第五課長 係長、IMSワーキンク
い
員

委 員 試験調製課長 係長、IMSワーキンク
゛
員

委 員 品質管理第一課長 係長、IMSワーキンク
S員

委 員 品質管理第二課長 係長、IMSワーキンク
｀
員

経営企画部

委 員 経営企画部長 係長、IMSワーキンク
い
員

委 員 総務課長 係長、IMSワーキンク
い
員

委 員 人事課長 係長、IMSワーキンク
゛
員

委 員 経営企画課長 係長、IMSワーキンク
゛
員

委 員 安全環境課長 係長、IMSワーキンク
゛
員

設備技術部
委 員 工務課長 係長、IMSワーキンク

い
員

委 員 生産保全推進課長 係長、IMSワーキンク
゛
員

環境部会 エネルギー対策 廃棄物 環境保全

部会長(担当課長) 工務課長 総務課長 安全環境課長

活動組織は各部会管理

【法定管理者(届出者)】
公害防止続括者 経営企画部長(次長)

公害防止続括者の代理者 中津衛陶製造部長

公害防止管理者 (大気)

〃 代理者
公害防止管理者
大気一種又は三種の有資格者

公害防止管理者(水質)

〃 代理者
公害防止管理者
水質―,二,三 ,四種何れかの有資格者

公害防止管理者(一般粉じん)

〃 代理者
公害防止管理者
一般粉じん又は大気一種又は三種の有資格者

エネルギー管理統括者 経営企画部長

エネルギー管理企画推進者 工務課長

エネルギー管理士 エネルギー管理者の有資格者

電気主任技術者 第二種電気主任技術者以上の有資格者

防災管理者 防災管理者請習の修了者等 経営企画部長

産業廃棄物管理責任者
(届出不要)

総務課長

特別管理産業廃棄物管理責任者
(届出不要)

総務課員

付図l IMS′〕ヽ委員会組織 02版



別紙② 2 2025年度 廃棄物部会組織 TOTO
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(別紙③o④ )
産業廃棄物の分別に関する事項

計画

分別の取り組

現状通り

現状通り

現状通り

現状通り

現状通り

現状通り

現状通り

*環境部門による削減目標(0.5%)と合せて前年度比0.5%削減目標とする。
(ガラス及び陶磁器類、汚泥)

現状

分別の取り組

別紙④◎参照

別紙⑦Θ参照

別紙④◎参照

別紙⑦Θ参照

別紙⑦Θ参照

別紙④Θ参照

別紙④Θ参照

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

②計画

【目標】

(今後実施する予定の取組)

工程内再利用

良品率の向上

パレット及び部材の樹脂化推進

特になし

特になし

特になし

特になし

排出量 (t)

2172.44

708.64

5.04

0.88

122.34

0.41

0,06

3009.75

①現状

【前年度(2024年度)実績】

(これまでに実施した取組)

工程内再利用

良品率の向上

パレット及び部材の樹脂化

特になし

特になし

特になし

特になし

排出量 (t)

2183.36

712.20

5,04

0.88

122H34

0.41

0.06

3024,29

産業廃棄物の種類

汚泥類

ガラス及び陶磁器暦類

木居類

廃油類

廃プラスチツク類

ばいじん

金属

合計



(別紙⑤)
自ら行う産業廃棄物の埋立処分

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

る

(今後実施する予定の取組)

分別による低減

【目標 】

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う産
業廃棄物の量

なし

②計画

(これまでに実施した取組)

分別による低減

【前年度(2023年度)実績】

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行つた
産業廃棄物の量

なし

①現状

産業廃棄物の種類

なし

②計画

【目標】

(今後実施する予定の取組)

有価売却及び工程内再利用の推進

有価売却による再生利用の向上

パレツト及び部材の樹脂化推進

*環境部門による削減目標(0.5%)と合せて前年度比O.5%削減目標とする。(ガラス及び陶磁器類、汚泥)

処理委託量内訳(t)

外認
の定
熟熱
回回
収収
を業
行者
う以

業
者

0.00

000

5.04

068

12234

000

0.00

12806

認
定

熱

回
収
業
者

000

O.OO

000

000

0.OO

000

000

000

再

を自
の

2司 8336

7司 220

0_00

020

000

000

O.06

289576

優
良
認
定
処
理
業
者

7691

10759

5.04

088

10697

O.41

0.06

29780

全
処

T曇
∀
託
望

217244

708.64

504

088

122.34

114

006

301049

①現状

【前年度(2024年度)実績】

(これまでに実施した取組)

有価売却及び工程内再利用の推進

有価売却による再生利用の向上

パレット及び部材の樹脂化推進

有価売却による再生利用の向上

処理委託量内訳(t)

外認
の定
熱熱
業回回
者収収
を業
行者
う以

O.00

000

504

O.68

司2234

000

000

128.06

認
定
熱
回
収
業
者

000

000

0,OO

000

O OO

0.00

0.00

000

再

曽目
の

218336

71220

000

020

0.00

000

006

289576

優
良
認
定
処
理
業
者

76_91

10759

504

0.88

司0697

041

O06

297.80

全
処

↑曇∀
託
望

2183.36

71220

504

0.88

12234

1¬ 4

006

3024.96

産業廃棄物の種類

汚泥類

ガラス及び陶磁器類

木暦類

廃油類

廃プラスチツク類

ばいじん

金属

合計



月」帝低⑦  【COnれ dentiat】

☆ 搬 入 日

☆ 搬入時間
【特記事項】

廃棄物分別ガイド

★廃棄物 (袋 )に記入
・廃棄物名
・部門名 (TEL)
・担当者

☆区 分
。再 不u用 →
。最終処分 →

“
・返  却 → i尋 |■―

作成年月日:2023年 5月 1日
′

管理責任者 :総務課長

連絡先:270。 271

:指定曜日無し。(但し、一部品目に於いて搬入禁止曜日有り)
14:30～ 15:30
①社外より持込んだ物は、持つて帰ること。
②廃棄部保管場にて仕分けをしない。
③廃棄物の状態に応じ廃棄物場所変更が生じる場合有り。(管理責任者が指示)

X

→

ヽ

い

。「溶解」と赤字で記入すること。
・白と色物は区分すること。

さないこと。て

・濡れた物は乾かすこと。

すること。|(

。OA・新聞・雑誌に分別すること。

にすること・10

に いこと。

ること。

ること

・指定容器内に入れること。
・中、大物は事前連絡すること。
・出来るだけ分別しておくこと。

・指定容器内に入れること。
・中、大物は事前連絡すること。

に入れること。

こヽと。

いこと

いことぬれてい

ることにきちんとい

食用瓶のみ(油瓶不可)(キヤツプ外す)
ビニールテープ巻きはしないこと。

しておくこと

・奥につめておくこと。

にきちんと入れること。

なるべく細かくし奥につめておくこと。

と|の

い こ

り こと|

・透明のビニール袋に入れて排出する。
・水切りをすること。飛散しないこと。

。おがく

ロ

―スが

広告紙・単票カタログ・包装紙。はがき。書籍・安全靴の箱。電話帳・タバコ空箱

名刺・蛍光灯包装紙。封筒・厚紙。青図

・ベニア

ヾ

E25
E38

プスステイ

ス

チェーン。ボルト・ナット・金はさみ・

ステンレ

ブリキ居・基盤関係・薄鉄・サンダーの刃・研磨砥石・蛍光灯かさ・電磁弁
｀
ンマ クギアルミ

ブリキ
。銅暦

′ J―

乾電池・リチウム電池・カドニカライト

クーラ

ルシライルラス

・コップガラス・メスシI

コーヒー空き瓶・調味料瓶(中身は出し軽くすすぐこと)

蛍光灯肩

―スタータレフレクタラン

支柱居(SIC質黒 )
ビー

廃 棄 物 名

ダンボール・古紙圧縮緩衝材・紙芯・テープ芯

・フリッ

生理用品・炉紙・安筆・ウエス・紙コップ(修正加工使用)・軍手。モップ替布

り状・カー ンカノチリ紙・吸い殻・茶殻・写真・

。おがくず

・冊子

集計用紙コピー用紙・トレーシングペーパー

フ用 ― ト

ブリキ缶

ステンレ

プリキ暦

ブリキ

′ リー

フ ロ

リサイクルビン

蛍光灯

ビー

ダンボール

クラフ

市焼却

OA紙

雑誌

10-1
10-2
10-3
10-4

11-2

1¬

16-2

23-1
-22

分 別 枠 表 示

11

1-2

3-1

3-2

4

5

6

9

¬0

21
13
14
1

16

17
¬8
¬

20
12
22

23

1

2

3

金

　

　

属

ガ

ラ
ス
陶
徹

紙

　

　

　

居

圏■巴聾鋼留鶴

目H

グラスウール

ガラス層



X×

ロ

は使用禁止
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1-1 ダンボール

1-2 クラフト紙

47 業者引取物
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5 新聞

6 雑誌
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表
示
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3-1 白色溶解紙

3-2 色紙溶解 (冊子類 ) 20

45 分析物

電線暦 2612

11-1 ブリキ厨 27
20

2810-1 鉄居

陶器屑 2143

43 陶器屑 22

43 陶器居 23

21

22
23

33 プレス土 31

原料倉庫

24
雪

25 プレス機28 27 26

2乳

30

19 加圧型居 25

10-3 真鍮居 29

10-4 ステンレス層 30

換熱ダスト

21 電球

18 蛍光灯

1

39 リサイクル廃プラ 2

341 廃プラ 硬質

431 汚泥 (廃液)

廃プラ梱包品 538-1

34-1 廃油
6

34-2 オイルマツト
734-3 廃塗料缶

16-2 ガラス層
リサイク)レビン17

49 ミドリ安全製品
8

16-4 石膏ボード

936 廃プラ 混合物

市焼却 102

45 固定資産

15 フロン器具等

40 合成ゴム

37 塩ビ(小物 )

屋外
タンク貯蔵
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51

40

排水処理

1

30-1 炭酸 :

グラスウール16-1

4542 サンモジュール 固定 :
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15

35-116-3 石膏粉 家電

20 石膏暦 13 24 シャモット煉瓦

26 棚板 (C-9」専用)

産廃木屑8-2
10-2 鉄屑(中・大物)43 樹脂受け

11-2 ブリキ居 (中 '大物)8-1 一廃木居 (バラ物)

埋立汚泥 46 固定資産 (予備 )

14 乾電池35-2 廃電化製品
12

9 ブIジキ缶
12
13 バッテリー

12
14 15 16 17



Ⅲ■ 1ダンボール

区分No 廃棄物名 保管場No
↓ ↓ ↓

保管場  例
作成年月日:2025年 4月 1日
管理責任者 :総務課長

連絡先:270・ 271

3棟 2棟

王時iロロ 工 務

正P日

國  
→ 再不」用

|II→ 最終処分

■
→ 返 却

亜鉛試薬

亜鉛試薬被包袋

5棟

1棟

本事務所

一７ 生ごみ

返去口用パレット

棚板居(SIC)

支柱暦(SIC)

ビーム暦

セッタ(ムライト質白

キャスタブルレンガ
′器具等
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